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自
ら
楽
し
み
、
楽
し
み
を
共
有
し
、 

そ
の
中
か
ら
将
来
の
滉
陽
会
を
育
む 

 

作
品
展
を
記
念
展
と
し
て 

来
場
者
も
会
員
も
楽
し
め
る
会
場
を
目
指
し
ま
す 

                

    

書
道
研
究 

滉
陽
会 

二
〇
一
九
年
度 

書
道
研
究
・
滉
陽
会 

活
動
方
針 

会
長 

安
居
暢
翰 

 

書
の
魅
力
を
全
身
に
感
じ
、
心
を
豊
か
に
し
、
情
熱

を
持
っ
て
技
量
の
上
達
・
進
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
標

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

本
年
は
、
書
道
の
美
を
相
互
に
語
る
、
感
性
を
磨
く
、

創
造
性
を
豊
か
に
す
る
な
ど
書
に
対
す
る
研
鑽
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
中
川
翠
玲
先
生
が
昭
和
五
十
五
年
に

第
一
回
の
作
品
展
を
開
催
さ
れ
て
か
ら
四
十
年
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
間
に
「
葦
の
会
展
」「
翠
玲
書
道
研
究
会

展
」
「
滉
陽
書
道
展
」
を
中
心
に
「
み
も
ざ
の
会
展
」 

「
書
と
華
の
合
同
展
」「
奏
楽
展
」
な
ど
を
開
催
し
会
員

の
育
成
、
書
道
の
普
及
、
振
興
を
図
る
活
動
を
継
続
し

て
き
ま
し
た
。 

今
年
は
こ
れ
ら
を
総
括
し
四
十
周
年
の
記
念
に
相
応

し
い
事
業
を
企
画
し
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

四
十
周
年
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
自
ら
楽
し
み
、

楽
し
み
を
共
有
し
、
そ
の
中
か
ら
将
来
の
滉
陽
会
を
育

む
」
と
し
ま
す
。
作
品
展
は
記
念
展
と
し
来
場
者
も
会

員
も
楽
し
め
る
会
場
を
設
計
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

  

一
．
四
十
周
年
記
念
事
業 

1-1
．
四
十
周
年
記
念
・
滉
陽
書
道
展 

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
多
彩
で
楽
し
い
記
念
展
と
し
、

十
二
月
に
草
津
市
立
草
津
ク
レ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
し
ま
す
。 

●
会
期
：
十
二
月
六
日
（
金
）
～
八
日
（
日
） 

●
場
所
：
草
津
ク
レ
ア
ホ
ー
ル 

展
示
ホ
ー
ル
お
よ
び
ホ
ワ
イ
エ 

●
出
品
：
滉
陽
会
員
と
教
室
会
員
全
員 

●
授
賞
式
：
十
二
月
八
日
（
日
）
於
・
大
ホ
ー
ル 

  

1-2
．
滉
陽
会
創
立
四
十
周
年
記
念
・
奏
楽
展
（
第
四
回
） 

大
型
作
品
か
ら
小
型
作
品
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
作
品
展
を
六
月
に
守
山
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
し
ま
す
。
滉
陽
書
道
展
や
公
募
展
で
は
表
現
で
き
な

い
楽
し
い
作
品
に
挑
戦
し
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

●
会
期
：
六
月
二
十
八
日
（
金
）
～
三
十
日
（
日
） 

●
場
所
：
守
山
市
民
ホ
ー
ル
展
示
室 

●
出
品
：
滉
陽
会
員
全
員 

●
作
品
構
成
：
①
大
型
書
作
品
（
四
尺×

八
尺
他
） 

②
小
型
書
作
品 

③
書
と
墨
画
作
品 

④
書
と
押
絵
作
品 

  

1-3
．
記
念
行
事 

 

専
任
チ
ー
ム
で
企
画
立
案
し
、
執
行
役
員
会
に
お
い

て
協
議
・
承
認
さ
れ
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

●
四
十
年
の
歴
史
と
あ
ゆ
み
の
展
示 

 

●
作
品
集
の
発
行 

 

●
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
開
催 

 

●
研
修
：
一
月
十
六
日
～
二
月
二
十
四
日 

  
 
 
 

顔
真
卿
展
・
・
東
京
国
立
博
物
館
・
平
成
館 
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四
十
周
年 

 

総
会 
開
催 
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二
．
公
募
展 

公
募
展
に
挑
戦
し
て
十
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
会

員
の
研
鑽
の
成
果
は
日
本
書
芸
院
展
、
読
売
書
法
展
、

日
展
に
お
い
て
多
く
の
仲
間
が
入
選
、
入
賞
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
、
更
に
こ
れ
ら
の
団
体
の
役
員
・
会
友
を

も
排
出
し
て
い
る
こ
と
で
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。 

本
年
も
こ
れ
ら
の
公
募
展
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

  

 

2-1
．
日
本
書
芸
院
展 

伝
統
と
創
意
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。 

読
売
書
法
展
、
日
展
へ
の
実
力
養
成
の
機
会
と
位
置

づ
け
取
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

  

2-2
．
読
売
書
法
展 

古
典
と
伝
統
を
書
の
中
心
と
す
る
公
募
展
で
す
。 

公
募
展
の
中
心
と
位
置
づ
け
今
年
度
も
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

  2-3
．
日
展 

健
全
な
る
美
術
創
作
に
関
す
る
総
合
美
術
展
覧
会
で
、

書
は
第
五
科
に
属
し
ま
す
。
日
本
最
高
峰
の
書
展
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

  

2-4
．
滋
賀
県
美
術
展
覧
会
（
県
展
）
他 

県
民
の
日
頃
の
創
作
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で
、

書
は
第
四
部
に
属
し
ま
す
。 

活
動
の
拠
点
で
あ
る
滋
賀
県
の
書
文
化
の
発
展
と
向

上
を
願
い
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

ま
た
、
市
展
等
も
同
様
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。 

 

2-5
．
シ
ル
バ
ー
展 

高
齢
化
社
会
を
反
映
し
、
シ
ル
バ
ー
世
代
を
対
象
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

生
涯
学
習
の
一
環
と
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

  

2-6
．
滋
賀
読
売
競
書
大
会 

小
学
生
か
ら
成
人
ま
で
を
対
象
に
滋
賀
書
作
家
協
会

が
主
催
す
る
行
事
で
あ
り
今
年
度
も
積
極
的
に
取
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

  

三
．
講
座
部 

3-1
．
定
期
講
座 

平
成
七
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
①
古
典
講
座
、
②
古

筆
講
座
、
③
調
和
体
講
座
は
実
力
を
養
成
す
る
基
幹

講
座
と
し
て
継
続
し
ま
す
。 

  

 

3-2
．
勉
強
会
「
共
に
楽
し
く
書
き
ま
し
ょ
う
会
」 

昨
年
に
引
き
続
き
本
年
も
①
臨
書
の
取
り
組
み
を
よ

り
一
層
深
め
る
こ
と
と
、
②
細
字
を
鍛
錬
す
る
こ
と

の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。 

 

 

四
．
広
報
活
動 

4-1
．
機
関
紙
「
滉
陽
」
の
発
刊 

会
員
に
対
す
る
①
行
事
情
報
の
伝
達
、
②
書
の
技
術

情
報
の
紹
介
、
③
書
に
対
す
る
意
識
や
関
心
を
喚
起

す
る
記
事
な
ど
を
中
心
に
構
成
し
充
実
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

以
上 

     

生
徒
部
八
段
位
試
験
合
格
者 

 

（
二
〇
一
八
年
十
一
月
実
施
） 

 

北
川
琴
音 

 

中
二
年
（
毛
筆
）
湖
城
教
室 

前
川
愛
実 

 

中
三
年
（
硬
筆
）
湖
城
教
室 

森
地 

菫 
 

中
二
年
（
硬
筆
）
石
部
教
室 

      

会　長 安居　暢翰
師　範 中川　翠玲
理　事 伊部　芳翠
理　事 中間　翠洸
理　事 木村　香雪
理　事 堤　　篁雲
参　事 山本　華泉
参　事 井狩　遊雪
参　事 古川　圭翠
参　事 久田　萠玉
参　事 下村　荘香
副理事 改発　蒼風
副参事 富田　蒼月
副参事 引間　京華
副参事 宮﨑　恵舟
副参事 日下部雅苑
副参事 若江　翠園
副参事 木村　静宵
副参事 野口　虹翠
副参事 河野　翠風
副参事 土田　純香
副参事 山田　翠陽
副参事 織田　蒼雪
副参事 井上　照華
副参事 川田　幸洲
監　事 武内　暢聲
参　与 属　　琴泉
参　与 吉岡　浄香
参　与 大島　祥鶴
評議員 寺井　妙香
評議員 古株　崇渓
評議員 蜂谷　煌翠
評議員 柴田　翠湖

2019年度 役員 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 
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生
徒
部
八
段
位
試
験
課
題 

「
わ
た
し
と
習
字
」 

  

湖
城
教
室 

中
二
年 

北
川
琴
音 

私
は
小
学
校
二
年
生
の
時
か
ら
習
字
を
習
い
始
め
ま

し
た
。
習
字
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
姉
が
習
字
を
し

て
い
る
の
を
見
て
、
私
も
上
手
に
書
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

し
か
し
、
私
は
左
利
き
だ
っ
た
の
で
右
利
き
に
直
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
他
の
人
よ
り
も
書
け
る
よ
う
に
な

る
に
は
す
ご
く
苦
労
し
ま
し
た
。
直
線
や
波
線
の
書
く

練
習
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
色
々
な
字
が
書
け
る
と
凄
く
嬉

し
く
て
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

級
の
と
き
は
、
順
調
に
上
が
っ
て
い
っ
た
け
れ
ど
、

段
に
な
る
と
な
か
な
か
上
が
ら
な
く
な
り
、
悩
む
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
時
に
諦
め
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
字
と
お
手
本
を
比
べ
て
改
善
点
を
考
え
、

も
っ
と
上
手
な
人
の
作
品
を
見
て
、
自
分
に
は
何
が
出

来
て
い
な
い
の
か
知
る
こ
と
で
、
一
つ
一
つ
の
文
字
を

よ
り
良
く
書
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
部
活
や
他
の
習
い
事
な
ど
で
、

練
習
時
間
が
減
り
が
ち
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

今
自
分
が
書
け
る
一
番
の
字
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
一
文
字
一
文
字
を
自
分
の
思
う
字
に

し
て
い
く
こ
と
で
習
字
に
対
す
る
楽
し
い
と
い
う
気
持

ち
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。 

今
ま
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
に
感
謝
し
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
大
切
に
、
自
分
の

字
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
習
字
の
楽

し
さ
を
も
っ
と
知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

   

 

生
徒
部
八
段
位
と
は
？ 

日
本
習
字
生
徒
部
の
最
高
位
で
す
。
合
格
す
る
と
「
特

待
生
」
と
し
て
、
成
人
対
象
の
手
本
で
学
習
出
来
ま
す
。

合
格
さ
れ
た
多
く
の
方
が
特
待
生
と
し
て
学
習
を
続
け

て
い
ま
す
。 

試
験
内
容
は
、
①
実
技
試
験 

②
理
論
試
験 

③
作
文
（
題
は
『
わ
た
し
と
習
字
』
） 

                             

      

【
日
本
書
芸
院
展
】 

特
別
賞 

 
 
  

：
伊
部
芳
翠
・
木
村
香
雪 

中
間
翠
洸
・ 

準
特
別
賞 

  

：
木
村
静
宵
・
日
下
部
雅
苑 

宮
﨑
恵
舟 

特
選 

 
 
 

：
井
上
照
華
・
川
田
幸
洲 

橋
本
翠
遊
・
引
間
京
華 

森
永
圭
霞 

一
科
推
薦 

 
 
 

：
内
山
暢
聡
・
山
川
桐
葉 

二
科
推
薦 

 
 
 

：
岡
山
香
風 

  

【
第
十
一
回
滋
賀
読
売
競
書
大
会
結
果
（
金
賞
以
上
）】 

優
秀
団
体
賞 

：
滉
陽
会 

一
般
の
部 

守
山
市
長
賞 

：
日
下
部
雅
苑 

金
賞 

 
 
 

：
改
発
蒼
風 

銀
賞 

 
 
 

：
伊
部
芳
翠
・
木
村
静
宵
・
三
宅
汀
嘩 

山
田
馨
泉
・
若
江
翠
園 

生
徒
の
部
（ 

）
内
、
学
年 

大
賞 

 
 
 

：
阪
口
花
音
（
中
二
） 

守
山
市
教
育
長
賞
：
山
本 

凜
（
小
六
） 

栗
東
市
教
育
長
賞
：
上
田
仁
斗
（
小
二
） 

金
賞 

 
 

：
辻
日
菜
子
（
小
一
）・
清
水
瑠
奈
（
小
三
） 

加
藤
歩
夢
（
小
四
）・
植
出
美
桜
（
小
五
） 

宮
本
萌
生
（
中
三
） 

 

◇
滋
賀
読
売
競
書
大
会
は
、
四
月
二
十
七
日
（
土
）
～ 

二
十
九
日
（
月
）
大
津
市
歴
史
博
物
館
に
て
滋
賀
書
作
家

協
会
会
員
展
、
全
国
シ
ル
バ
ー
書
道
滋
賀
展
と
同
時
開
催 

受
賞
者
報
告 

 

2019年度 年間行事予定 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

月 日 曜日 内　　　容 月 日 曜日 内　　　容

5 11 土 執行役員会 9 1～3 日～火 日展錬成会

12 日 古典講座 8 日 古典講座

6 2 日 調和体講座 14 土 執行役員会

9～11 日～火 読売練成会 10 6 日 調和体講座

16 日 古筆講座 20 日 古筆講座

27 木 奏楽展　準備 11 9 土 執行役員会

28～30 金～日 奏楽展 10 日 古典講座

7 14 日 執行役員会 12 1 日 調和体講座

28 日 古典講座 5 木 滉陽展　準備

8 4 日 調和体講座 6～8 金～日 滉陽展（8日撤収）

25 日 古筆講座 15 日 古筆講座
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能
登
川
教
室
は
東
近
江
市
の
躰
光
寺
、
薬
局
さ
ん
の

二
階
に
あ
り
ま
す
。 

幼
児
さ
ん
か
ら
高
校
生
ま
で
向
か
い
合
わ
せ
に
座
り
、

一
度
の
お
稽
古
に
何
枚
清
書
で
き
る
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
り
、
時
に
わ
い
わ
い
脱
線
し
た
り
し
な
が
ら
、
週
に

一
度
の
“
書
く
時
間
”
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

滉
陽
展
や
学
校
で
の
作
品
が
入
賞
し
た
り
、
年
二
回

の
画
仙
紙
課
題
で
観
峰
賞
の
生
徒
さ
ん
が
い
れ
ば
、
み

ん
な
で
喜
び
、「
次
は
自
分
が
賞
取
る
で
！
」
と
言
っ
て

く
れ
ま
す
。
頼
も
し
い
生
徒
さ
ん
た
ち
に
囲
ま
れ
支
え

ら
れ
、
山
本
露
子
先
生
よ
り
教
室
を
引
き
継
ぎ
、
四
月

で
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
ど
う
な
る
こ
と
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
お
手
伝
い
先
の
先
生
方
、
時
々
し

か
お
会
い
出
来
な
い
の
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
先
生

方
、
中
川
先
生
の
後
押
し
、
激
励
も
あ
り
、
ま
ず
は
一
年

や
り
き
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
！ 

教
室
周
辺
に
お
習
字
教
室
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

今
年
は
指
導
以
外
の
面
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。 

字
の
上
達
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
書
く
こ
と
の
喜
び

や
楽
し
さ
、
何
よ
り
生
徒
さ
ん
が
生
徒
さ
ん
ら
し
く
い

ら
れ
る
場
所
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
よ
う
な
時
間
を
提

供
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

         

                                      

                 
 

二
〇
一
九
年 

定
期
講
座 

 

◆
調
和
体
講
座 

講 

師
：
川
添
翠
湖
先
生 

時 

間
：
九
～
十
二
時 

開
講
日
：
偶
数
月 

第
一
日
曜
日 

 

◆
古
筆
講
座 

講 

師
：
属 

琴
泉
先
生 

時 

間
：
十
～
十
三
時 

開
講
日
：
偶
数
月 

第
三
日
曜
日 

 
 

 
 

（
八
月
は
二
十
五
日
） 

◆
古
典
講
座 

講 

師
：
岡
田
祖
翠
先
生 

時 

間
：
九
～
十
二
時 

      

教
室
紹
介 

能
登
川
教
室 

講
師
：
新
谷
翠
月
先
生 

「
日
本
の
墨
（
和
墨
）
と
中
国
の
墨
（
唐
墨
）
と
の
ち
が
い
は
？
」 

奈
良
製
墨
組
合
H

P 

墨
の
ひ
み
つ
Ｑ
＆
Ａ 

よ
り 

 

和
墨
は
も
と
も
と
中
国
か
ら
製
法
が
伝
来
し
生
ま
れ

た
物
で
あ
り
、
唐
墨
と
そ
の
製
法
は
同
じ
で
あ
っ
た
は

ず
で
す
が
、
今
日
で
は
各
々
独
自
の
特
色
を
持
ち
合
わ

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 和
墨 比

率 

煤
：
膠
＝
１０
：
６
～
８ 

滲
み 

滲
み
が
弱
い 

硬
さ 

一
般
に
唐
墨
よ
り
硬
い 

伸
び 

伸
び
は
唐
墨
に
劣
る
が
膠
力
は
強
い 

墨
色 

重
厚
味
が
あ
り
、
力
強
く
基
線
が
黒
々
と
し 

て
い
て
素
朴
で
強
く
品
位
と
深
み
が
あ
る
。 

淡
墨
で
は
透
明
感
が
高
い
。 

寿
命 

安
定
し
た
経
過 

 
唐
墨 比

率 

煤
：
膠
＝
１０
：
１０
～
１２ 

滲
み 
滲
み
が
強
い 

硬
さ 
比
較
的
柔
ら
か
い 

ヌ
ル
つ
く 

伸
び 

伸
び
の
よ
い
も
の
が
多
い 

墨
色 

柔
ら
か
み
が
あ
り
、
や
や
茶
味
の
墨
色
。 

深
み
は
持
っ
て
い
る
。
素
朴
さ
に
欠
け
る
。 

寿
命 

名
墨
は
古
墨
と
し
て
、
長
い
寿
命
を
持
っ
て 

い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
唐
墨
は
摺
り
口
に
ヒ 

ビ
が
入
り
や
す
く
割
れ
や
す
い
。 

 

唐
墨
に
は
唐
墨
の
、
和
墨
に
は
和
墨
の
良
さ
が

あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
理
解
し
て
御
使
用
な

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

      

唐
墨
は
膠
の
力
の
弱
い
も
の
を
、
和
墨
は
膠
の
力
の
強

い
も
の
を
使
っ
て
い
る
為
、
唐
墨
は
膠
の
配
合
量
が
多
く

な
り
和
墨
は
少
な
く
な
り
ま
す
。 

特
に
中
国
の
清
代
の
名
墨
と
い
わ
れ
る
墨
は
墨
色
に

品
が
あ
り
伸
び
、
滲
み
が
良
い
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
現
在
の
唐
墨
は
力
の
弱
い
膠
を
大
量
に
使
っ
て
い
る

為
、
気
温
や
気
候
の
変
化
で
よ
く
割
れ
た
り
し
ま
す
。 

現
在
の
品
質
は
和
墨
の
方
が
は
る
か
に
良
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

［
奈
良
製
墨
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

墨
の
ひ
み
つQ

&
A

］ 
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■編集後記■ 2019 年の最初の機関紙です！今年は 5 月から

元号が「令和」になり、滉陽会にとっては 40周年の節目の年。

どんな年になるのか楽しみです。（ＭＫ） 

開講日

5月12日

7月28日

9月8日

11月10日


